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１ 二村の山
名古屋の東南の市境、わずかに豊明市に入

った所に二村山という標高７２㍍の山がありま
す。鳴海丘陵のこの小さな山が、中世という
時代には、天下に名の知られた歌枕でした。
この山を有名にしたのも、中世以前の１１世

紀に、１３歳の頃の東海道の思い出を書いた『更
級日記』かもしれません。そこでは、「二むら
の山の中にとまりたる夜、大きなる柿の木の
したに庵を作りたれば、夜一夜、庵の上に柿
の落ちかかりたるを、人々拾いなどす」と、
野宿だった当時の二村山を描いています。
一部の資料には二村山は三河の国とされて

おり、二村山も南に行った岡崎や豊川ではな

いかという議論もありますが、歌枕としては
この豊明の地とする説が多いようです。
源頼朝は、上洛の途上、「よそに見しをざ

さが上の白露を たもとにかくる ふたむら
の山」と詠って珍しく続古今集に選ばれてい
ます。
中区の古渡から、何本かのルートに分かれ

て相原郷にたどり着いた古道探索の旅は、相
原付近で合流し、ここからは１本になって東
南の二村山を越えることになります（図１）。

２ 二村山への道

（１）相原郷

相原は古くは「粟飯原」として、足利尊氏が
所領を与えた文書に出てくるといいます。前
回紹介したすぐ西にある宿地は、戦国時代に
街道が海側の東海道筋に移る時に２度にわた
って移動しており、古鳴海や嫁ヶ茶屋に比べ
て拠点的な集落であったことが伺われます。
鎌倉街道末期の鳴海の宿は、ここ相原・宿地
にあったとみれないでしょうか。

（２）桶狭間の戦いと鎌倉街道

中世末期の桶狭間の戦い前の両軍の通過経
路の中に、相原から二村山への鎌倉街道が登
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図１ 名古屋の中の鎌倉街道。
相原からは一本になって



場します。織田軍が迂回したとする『日本の
戦記』の経路では、相原を避けていますが、
その後は街道を経て桶狭間に向かっています
（図２）。一方今川軍は駿河から鎌倉街道を北
上し、沓掛城に泊まった後、鎌倉街道に出て
大高方面に向かいました。
面白いのはその戦場です。戦いは「桶狭間」

と通称されますが、実は「田楽狭間」だったと
か、別の「田楽坪」だったともいわれるのです。
司馬遼太郎は『国盗り物語』では「正しくは田
楽狭間」だと云っていますが、『街道をゆく』
では、「田楽ヶ窪」をにおわせています。この
田楽ヶ窪は相原から二村山に向かう途中にあ
り、今は保健衛生大学と病院が立ち並んでい
ます。ここも桶狭間の戦いのどこかのステー
ジに関わっていたのかもしれません。

（３）歌枕・二村山

二村山は愛知県東北部の山
地から知多半島に延びる尾根
上にある小さな丘です。しか
し濃尾や三河の大きな平野の
平坦な地域を通過してくると、
わずかな峠道が歌心になった
のでしょうか。ここは、先に
紹介した頼朝の他、執権北条
泰時の和歌もあり、また藤原
俊成、飛鳥井雅経、西行など
中世の有名な歌人たちも二村

山を詠みました。

（４）鎌倉街道のルート

相原から二村山への道筋は、大きく
見れば一本になります。相原郷の山側
を抜け、諏訪神社の前を通って扇川を
渡ります。川の先は、明治時代にもあ
った旧道を通ったという説と、少し東
に行った八ツ松の蔵王堂を通ったとい
う説があります。後者には、途中に江
戸時代まで義経甲掛松が残っていたと
いいます。二つのルートは少し行って
合流し、ピークを越えます。平坦にな
った田楽ヶ窪を通り抜けるとわずかな
上りで二村山の峠です。

３ 鎌倉街道をさがす
それでは前回終点の相原郷の入口から二村

山を目指して歩いてみましょう（図３）。地下
鉄の野並駅からならばバスで緑高校を下車し、
北に坂を上ります。はじめの辻が前回の終点
で、ここで右に曲ります。
道は浄蓮寺に向かって進み、寺の裏を通過

しています。この寺は桶狭間の戦いの後、今
川義元の家来が出家して建立しました。戦国
時代の末にここに移ったといいます。街道跡
といわれる道は寺の東から小路をたどります。
面白いのは寺の１本東から駐車場を抜ける所
で、昔の道のルートがブロックを埋め込んで
残してあります。街道跡といわれる道はそこ
を抜けて段を降り、左・右と細い道を辿ってバ

図２ 『日本の戦記』の中の桶狭間の戦いで想定された信長ルート

図３ 相原から二村山へ（明治中頃）



ス通りに出ます。前には諏訪神社の森があり、
正面に境内への歩道があります。この付近も
街道跡といわれ、中に進むと左手に神社の社
殿があります。この神社は平安時代の創建と
され、鳴海で一時は１、２を競う神社でした。
境内を出ると突き当たるので右に行き幹線

道路に出ます。東に少し行くと斜めの細い旧
道が残り、その入口には庚申堂がひっそりと
たっています。その先はしばらく旧道の面影
はありません。第２環状線の工事現場を通り、
鴻仏目の交差点を右に曲って扇川に架かる砂
田橋を渡ります。扇川は蛇行していましたが
今は改修されてまっすぐになりました。
砂田橋を渡ると東に２本目の道が旧道にな

ります。ここから先の左手は八ツ松で、街道
跡の候補には前述したように旧道説と東側説
がありますが、東側は今、区画整理の最中で
す。少し先で合流するのでここではそのまま
旧道を行くことにします。
旧道を進むと道は徐々に上り始めます。左

手は宅地化が進行中、右手は完全に住宅地に
変わっています。信号の出来た交差点を過ぎ
て少し行くと右手に学校が見えます。この学
校は鎌倉台中学といい、鎌倉街道が通ってい
たことを残そうということで選ばれました。
ここで道は先ほどの東側説の八ツ松からの道
と合流し、しばらく行くとなだらかになりま
す。左手には宅地化の進む合間から名古屋の
市街が見渡せます。やがて再び登り始め、右
が競馬場の厩舎の塀になり、続いて駐車場に
なります。ここは名古屋と豊明の市境です。
道のピークに上りきると左右が開け、右には
遠くの競馬場の建物が大きく見え、左には市
街の展望が広がります。
ピークを過ぎると道は下りになり山道にな

って愛知用水を渡ります。車が通らなければ

▲宅地化の進む八ツ松

�諏訪神社

改
修
さ
れ
た
扇
川
と
砂
田
橋

鎌倉台中学。命名のいわれが書かれている 濁池のむこうに保健衛生大学の建物が並ぶ



…という林の中を抜けて濁池に出ると、正面
には保健衛生大学の巨大に見えるビル群があ
ります。池は鎌倉街道の頃にはなく、池の底
が道だったのでしょう。この先二村山までの
窪地が桶狭間の戦いに関わったかもしれない
田楽ヶ窪になります。
池を通り過ぎると旧道は左手を行きますが、

工事中なので大学病院の中を道なりに進んで
建物の東側に出ます。旧道は大学病院の東側
の駐車場の北側を通って大学の立体駐車場の
方向に進んでいます。旧道を追って車道を渡
り、少し奥に行った駐車場のゲートの所で左
の建物の裏に行くと、二村山への旧道が通っ
ています。木々に囲まれて細くまっすぐな、
いかにも街道の跡という道を進むと５、６分
で鎌倉街道という石碑のたつ二村山の峠に飛
び出します。
峠は平坦で、その左奥に地蔵堂があります。

中には３体の地蔵菩薩がありますが、左側の頭
部が欠けた石像には後ろに「大同二年（８０７）」
と刻銘があるといい、最も古いものです。峠
地蔵とか身代り地蔵と呼ばれており、身代り
地蔵とは平安時代の末にこの地域を拠点とし
ていた大盗賊熊坂長範が旅人を斬ったと思っ
たら地蔵だったという逸話によるものです。
峠からは北に頂上に上る道があり、頂上に

は上半身と下半身の分かれた袈裟切り地蔵が
あります。今は大きな木が茂って一部の方向
にしか視界はありませんが、当時は三河の
山々からあゆち潟、濃尾平野の向こうまで望
めた景勝の地でした。今は横に展望台が作ら
れており、それを上ると名古屋市街から三河
平野まで望むことが出来ます。帰路は、峠か
ら保健衛生大学の前に戻ると幾つもの方向に
バスが出ています。

４ ロマンの峠道
この地域の鎌倉街道の高さを振り返ってみ

ましょう。濃尾平野は０～１０㍍位、熱田台地
も笠寺台地も標高１０㍍位の高さでしょう。少
し進んで鳴海丘陵の入口、一番高かった嫁ヶ
茶屋付近でも３０㍍位です。そこからいったん
１０㍍位の相原に下り、二村山の峠の６０㍍まで
の上りは、歩いていても上ったなという実感
があります。
そこに伊勢・三河から尾張・美濃と３６０度

の展望があって、街道を来た人には軽いなが
らも感動があったように思えます。もちろん
良いことばかりではありません。天候や盗賊
の危険性という緊張感もあったでしょう。
二村山は国の境ではありませんでしたが、

来し方には尾張の国、行く方には三河の国が
見え、当時は強かった国境のイメージが重な
ったと考えられます。そして、二村という語
感も加わって、二村山は中世のロマンの地と
して、歌に詠い継がれてきたのではないでし
ょうか。
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